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７
月
３
、
区
は
、
尾
久
ふ
れ

あ
い
館
の
指
定
管
理
者
「
労
働

者
協
同
組
合
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団
」
の
元

職
員
が
、
２
０
２
０
年
〜
２
０

２
４
年
に
か
け
事
業
費
６
３
５
，

５
２
０
円
の
着
服
が
判
明
し
た

と
発
表
。
主
に
利
用
者
か
ら
現

金
で
受
け
取
る
事
業
費
を
着
服

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

２
０
２
３
年
７
月
に
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
が
荒
川
区
学
童
ク
ラ

ブ
・
に
こ
に
こ
す
く
ー
る
に
お

け
る
職
員
配
置
の
虚
偽
報
告
及

び
委
託
料
の
不
正
請
求
が
発
覚

し
、
区
か
ら
処
分
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
上

智
社
会
事
業
団
が
学
童
ク
ラ
ブ

と
に
こ
に
こ
す
く
ー
る
計
11
か

所
に
お
い
て
も
同
様
の
不
正
が

発
覚
し
ま
し
た
。
区
立
施
設
運

営
の
自
覚
、
管
理
体
制
が
問
わ

れ
ま
す
。
区
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
に
対
す
る
処
分
及
び
対

応
に
係
る
手
続
き
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

荒
川
区
で
は
指
定
管
理
者
や

受
託
事
業
者
に
よ
る
不
正
・
虚

偽
報
告
、
今
年
度
に
入
り
国
民

健
康
保
険
料
賦
課
誤
り
、
リ
バ
ー

サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果
目

的
外
利
用
な
ど
が
発
覚
し
て
い

ま
す
。
続
く
不
祥
事
、
単
に
現

場
や
委
託
先
の
問
題
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

深
刻
な
人
手
不
足
、
「
指
定

管
理
」
「
業
務
委
託
」
な
ど
根

本
的
な
制
度
の
問
題
も
無
視
で

き
ま
せ
ん
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
で
あ
る
労
働
者
の
処
遇

改
善
、
区
が
直
接
責
任
を
持
つ

仕
組
み
な
ど
の
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

14
日
、
小
池
都
知
事
へ
の

物
価
高
騰
対
策
、
公
共
交
通

な
ど
の
申
し
入
れ
で
都
議
会

に
出
向
き
ま
し
た
。
新
宿
西

口
の
変
貌
に
驚
き
。
眺
め
る

と
旧
小
田
急
デ
パ
ー
ト
は
な

く
、
東
口
駅
ビ
ル
が
見
え
る

の
で
す
。
し
か
し
、
同
時
に

再
開
発
予
定
の
京
王
デ
パ
ー

ト
は
４
年
前
に
営
業
停
止
し

て
そ
の
ま
ま
。
そ
し
て
西
南

口
は
都
内
有
数
の
超
一
等
地

で
す
が
、
ど
う
も
施
工
業
者

が
見
つ
か
ら
ず
休
止
状
態
。

さ
て
、
こ
の
先
ど
う
な
る
の

か
？
再
開
発
の
あ
り
方
も
問

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

荒
川
区
は
…
！

横
山
幸
次

7月14日、全都の日本共産党区市町村議員団と同都議団

は、東京都に対し、都内地域公共交通の危機を打開し充

実をはかることを求める以下の申し入れを行いました。

一、地域公共交通を「公共サービス」と位置づけ、運転手の賃

上げ・待遇改善、養成・確保対策など含めバス路線維持確保、

拡充のための財政支援を拡充すること

一、コミュニティバス存続のため、区市町村への支援を拡充す

る。コミュバスやデマンド交通など区市町村が対象の地域公共

交通事業補助の中の運行経費補助に新たに設けた「最大36カ

月」限りとの期限設定は撤廃する

一、シルバーパスは、都として無料化または一律1000円への

引き下げを行い、ゆりかもめ、東京メトロ、全てのコミュニティバ

スなどで利用できるようにすること

一、現在6歳以上12歳未満が対象の都営交通「小児運賃」を18

歳まで拡大すること

一、都として交通権・移動権を明記した「地域公共交通基本条

例」を制定し、交通空白・不便地域をなくす「交通基本計画を都

民参加で策定し、具体的支援策をすすめること

私も参加しましたが、今後、都として、シルバーパス

の実質無料化や区市町村のコミュニティバスなどへの支

援拡充は、どの地域でも切実な願いになっています。さ

らに国や都にも声を届けていきます。

裏面 街なかに日除け対策を、アゼリア建替え問題…など

定例法律相談

８月はお休です
※お急ぎの方は、ご

連絡下さい。別の法

律相談を紹介します。

15
日
の
文
教
委
員
会
に
、
尾

久
幼
稚
園
跡
地
に
「
東
尾
久
一

丁
目
学
童
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
」

を
整
備
す
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
赤
土
小
学
童
ク
ラ
ブ

は
、
定
員
70
に
超
過
申
込
み
が

あ
り
、
周
辺
の
花
の
木
、
熊
野

前
、
六
日
小
な
ど
に
30
数
人
が

通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
赤

土
小
近
く
の
尾
久
幼
稚
園
跡
地

に
学
童
ク
ラ
ブ
を
建
設
し
ま
す
。

今
年
か
ら
解
体
工
事
に
入
り
29

年
か
ら
運
用
開
始
予
定
で
す
。

少
子
化
で
も
学
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
は
増
加
、
居
場
所
づ
く
り

は
、
区
の
大
事
な
仕
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
建
物
も

大
事
で
す
が
、
専
門
性
と
経
験

を
積
ん
だ
支
援
員
、
質
的
に
高

い
児
童
事
業
を
推
進
で
き
る

「
人
」
の
力
が
第
一
で
す
。

い
ま
、
花
の
木
と
熊
野
前
学

童
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
新
た

に
開
設
す
る
単
独
学
童
ク
ラ
ブ

を
公
設
公
営
に
す
る
こ
と
も
検

討
す
べ
き
で
す
。



区内樹木の樹種別総数 

千
代
田
区
が
御
茶
ノ
水
駅
前

の
歩
道
に
日
除
け
を
設
置
し
た

こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

千
代
田
区
は
一
昨
年
か
ら
神

保
町
交
差
点
に
日
除
け
の
パ
ラ

ソ
ル
を
設
置
。
今
年
は
パ
ラ
ソ

ル
か
ら
シ
ェ
ー
ド
に
変
更
し

「
日
除
け
内
外
の
温
度
・
湿
度

・
路
面
温
度
や
人
流
な
ど
を
測

定
し
効
果
を
検
証
」
す
る
実
証

実
験
を
10
月
末
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。

全
国
で
は
、
神
戸
市
で
も
街

路
樹
の
木
陰
づ
く
り
と
あ
わ

せ

御
茶
ノ
水
駅
前
の
日
除
け

て
、

植
栽
が
難
し
い
歩
道
な

ど
神
戸
市
で
も
日
除
け
を
設
置

に
日
除
け
を
設
置
。
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て
は
樹
木

の
木
陰
が
有
効
で
す
が
、
交
差

点
の
見
通
し
確
保
な
ど
植
樹
が

む
ず
か
し
い
場
合
も
あ
り
、
樹

木
に
よ
ら
な
い
日
陰
づ
く
り
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
海
外

で
は
、
お
と
な
り
韓
国
の
路
上

の
巨
大
パ
ラ
ソ
ル
（
昨
年
3
月

で
ソ
ウ
ル
市
内
４
０
０
０
カ
所

以
上
）
や
ス
マ
ー
ト
休
憩
所

（
冷
暖
房
完
備
の
待
合
所
）
設

置
も
進
ん
で
い
る
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

千
代
田
、
品
川
な
ど
独
自

の
計
画
で
対
策

千
代
田
区
の
実
証
実
験
は
、

独
自
の
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
地

域
毎
の
地
表
面
の
熱
分
布
を
調

査
し
て
対
策
に
い
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
品
川
区
は
今
年
度
か

ら
街
中
の
日
陰
を
ふ
や
す
方
針

を
発
表
、
「
気
候
変
動
に
対
応

し
た
新
た
な
都
市
モ
デ
ル
の
構

築
」
を
す
す
め
る
と
し
て
い
ま

す
。以

前
、
「
公
園
の
ベ
ン
チ
な

ど
休
憩
場
所
の
日
除
け
」
設
置

を
要
望
し
ま
し
た
。
交
差
点
、

バ
ス
停
な
ど
で
の
日
除
け
設
置

の
要
望
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

区
は
「
み
ど
り
の
実
態
調
査

（
10
年
に
一
度
）
で
地
表
面
温

度
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
調
査
実
施
の
年
で
す
。

10
年
前
の
調
査
が
、
具
体
的

に
施
策
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い

食
料
品
が
44
％
値
上
が

り
し
生
活
苦
な
ど
経
済
・

生
活
問
題
が
原
因
の
自
殺

は
過
去
最
多
（
自
殺
全
体

は
減
少
だ
が
、
生
活
苦
だ

け
増
え
る
の
は
政
治
が
命

を
奪
っ
て
い
る
）
。

大
幅
賃
上
げ
と
生
活
支

援
こ
そ
必
要
な
の
に
高
市

首
相
は
最
低
賃
金
の
引
上

げ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
国

旗
損
壊
罪
等
に
躍
起
。
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
政
治
に
抗

議
し
ま
す
。

精神障害者・地域生活支援センター

アゼリア（左写真 東尾久５丁目）

の現地での建替え計画が報告されま

した。

この施設は、１９６７年に宮の前

ひろば館として建設、２００３年１月より精神障害者支援

や相談サービス提供、地域交流及び社会参加を促進する区

の中核的拠点として「アゼリア」が活動してきました。し

かしひろば館併設で築57年の建物、機能強化の必要性も高

まり、現地での建替えに至ったようです。

区は、建設中の仮移転施設として尾久幼稚園跡地を検討

していましたが、面積等の制約で断念。最終的、町屋在宅

高齢者通所サービスセンター跡（下写真）を仮移転施設と

して使う計画です。結果、アゼリアの建て替えが１年前倒

しになるようです。

仮移転施設として使用する期間は、２０２７年から５年

間くらいの予定です。

町屋在宅通所サービスセ
ンター跡は今後どうなる…？
アゼリアは大事な施設であ

りより一層の機能強化のため

建替えは必要です。一方長く

酷
暑
の
季
節
到
来
。
木
陰

を
作
り
出
す
背
の
高
い
樹
木

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

樹
木
の
枝
葉
が
地
面
を
覆

う
面
積
の
割
合
を
示
す
指
標

・
樹
冠
被
覆
率
を
自
治
体
と

し
て
把
握
を
し
て
、
木
陰
を

増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
を

こ
の
間
求
め
て
来
ま
し
た
。

区
道
も
狭
い
と
こ
ろ
が
多

く
、
街
路
樹
の
植
栽
に
も
課

題
は
多
く
あ
り
ま
す
。
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

定
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、

区
内
全
域
で
の
計
画
的
な
街

路
樹
の
植
栽
計
画
が
必
要
で

す
。
そ
の
際
、
区
民
の
意
見
、

当
該
地
域
の
住
民
の
声
な
ど

十
分
に
聞
い
て
進
め
る
こ
と

が
大
事
で
す
。


